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一
　
般
　
質
　
問

義
務
教
育
を
小
中
一
体

と
し
て
捉
え
る
こ
と
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

当
町
に
お
い
て
、
次
年
度
か

ら
実
施
の
小
中
一
貫
教
育
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

教
育
長

一
般
的
に
小
中
一
貫
教
育

と
は
、
小
中
学
校
の
教
育
課

程
を
調
整
し
、
無
駄
を
省
き

一
貫
性
を
持
た
せ
た
教
育
方

式
を
呼
び
、近
年
、確
か
な
学

力
・
豊
か
な
心
・
健
や
か
な

体
を
養
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
多
様
な
教
育
を
実
施
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
小

中
一
貫
教
育
へ
の
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
ま
す
。

西
桂
町
に
お
け
る
小
中
一

貫
教
育
の
ね
ら
い
は
、
９
カ

年
間
の
教
育
課
程
を
作
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
授
業
内
容

の
重
複
や
欠
落
を
防
ぎ
、
継

続
的
な
き
め
細
か
な
授
業
を

通
し
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
確

か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
や
、
生
活
指
導
や
心
の
教

育
を
成
長
段
階
に
合
わ
せ
取

り
組
む
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
の
教
職
員
は

児
童
の
卒
業
後
の
３
年
間
、

中
学
校
の
教
職
員
は
入
学
前

の
６
年
間
に
対
し
て
も
、
情

報
交
換
や
出
前
授
業
等
を
通

し
て
児
童
生
徒
と
関
わ
り
を

持
ち
、小
学
校
だ
け
、中
学
校

だ
け
と
言
っ
た
限
ら
れ
た
期

間
だ
け
で
は
な
く
、
義
務
教

育
９
年
間
の
役
割
と
責
任
を

果
た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

や
、
教
職
員
の
出
前
授
業
や

児
童
生
徒
に
よ
る
交
流
を
活

問答

小
中
一
貫
教
育
へ
の
取
り
組
み
は

問

  小中一貫教育実施へ   

　  　  

  

　  　  

　  　  

発
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人

間
関
係
を
密
に
し
、
教
科
内

容
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、「
中

一
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
克
服
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
教
職
員
が
長

期
的
展
望
に
立
ち
、
西
桂
町

学
校
指
導
重
点
を
基
本
に
据

え
、
意
図
的
・
計
画
的
に
小

中
一
貫
教
育
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
教
育
の
町
創
り
を
推

進
し
て
い
る
西
桂
町
に
必
要

な
こ
と
で
あ
り
、
厳
し
い
社

会
環
境
や
家
庭
環
境
の
中
で

生
活
し
て
い
る
児
童
生
徒
を

健
全
育
成
す
る
方
法
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
慎
重
且
つ
大

胆
に
、
取
り
組
め
る
と
こ
ろ

か
ら
小
中
一
貫
教
育
を
推
し

進
め
て
い
き
ま
す
。

出前授業のようす

慎
重
か
つ
大
胆
に
推
進
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問答

教育の町創り推進のため  

小中学校文化交流会

小
中
学
校
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
は

住
民
も
交
え
て
支
え
あ
い
実
施西

桂
小
中
学
校
間
の
交

流
を
さ
ら
に
推
進
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、生
徒
間
、教

員
間
の
意
思
疎
通
が
深
ま

り
、教
育
指
導
上
、効
果
的
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
に

お
け
る
小
中
学
校
の
交
流
ビ

ジ
ョ
ン
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

西
桂
町
に
生
活
す
る
子
ど

も
た
ち
は
、
お
互
い
に
顔
見

知
り
で
あ
り
、
あ
い
さ
つ
が

交
わ
せ
る
仲
で
あ
り
、
困
っ

て
い
た
ら
助
け
合
え
る
人
間

関
係
を
育
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
集
会
活
動
や
、

絵
画
や
習
字
等
の
作
品
の
交

流
や
、
５
・
６
年
生
を
対
象

に
中
学
生
の
部
活
動
の
紹
介

等
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

新
た
に
、
児
童
会
・
生
徒
会

を
通
し
て
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
の
人
た
ち
と
西
桂

の
将
来
を
語
り
合
え
る
よ
う

な
場
を
設
定
し
、
地
域
に
感

謝
す
る
心
を
育
み
、
人
や
郷

土
を
愛
す
る
子
ど
も
を
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。住
民
の
方
々
に
は
、地
域

の
人
材
と
し
て
授
業
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
あ
い

さ
つ
声
か
け
運
動
等
の
活
動

を
通
し
て
日
々
の
生
活
の
中

で
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
、
人
と
し
て
必

要
な
礼
儀
や
安
全
に
つ
い
て

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
の
環
の
中
に
地
域
の

方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
住
民
全
体
で
学
び
あ
い

支
え
あ
え
る
よ
う
な
町
創
り

へ
と
発
展
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

渡辺正一議員 一 般 質 問



一
　
般
　
質
　
問

富
士
山
世
界
文
化
遺
産

登
録
に
向
け
た
取
り
組

み
等
に
よ
り
、
三
ツ
峠
や
倉

見
山
な
ど
の
富
士
山
の
眺
望

地
と
し
て
の
観
光
資
源
の
活

用
は
、
緊
急
的
課
題
で
あ
り

ま
す
。
�

三
ツ
峠
の
当
町
か
ら
の
登

山
者
が
増
え
な
い
原
因
と
し

て
、
だ
る
ま
石
か
ら
先
の
登

山
道
の
整
備
不
足
が
大
き
な

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
三
ツ
峠
登
山
道
整
備
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

現
在
だ
る
ま
石
手
前
ま
で

の
町
有
地
を
含
む
登
山
道
の

整
備
を
完
了
し
て
い
ま
す
が
、

だ
る
ま
石
か
ら
山
頂
に
か
け

て
は
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ

て
い
る
上
、県
有
地
の
た
め
、

町
に
よ
る
登
山
道
整
備
は
で

き
ず
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
へ
登
山
道

や
景
観
の
整
備
な
ど
の
要
望

を
行
っ
た
結
果
、
山
梨
県
緊

急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例

基
金
事
業
を
利
用
し
、
８
０

０
万
円
の
補
助
を
い
た
だ
き
、

安
全
で
安
心
、
楽
し
く
登
れ

る
登
山
道
整
備
を
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
に
は
、
観
光

活
性
化
標
識
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

整
備
事
業
を
受
け
、
三
ツ
峠

駅
前
や
駅
構
内
へ
、
多
言
語

に
よ
る
三
ツ
峠
及
び
倉
見
山

の
総
合
案
内
看
板
の
設
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成

22
年
度
に
は
、
三
ツ
峠
及
び

三
ツ
峠
登
山
道
整
備
は

問

緊
急
雇
用
事
業
に
て
実
施

  

　  　  

  

　  　  

鈴木　孝子 議員鈴木　孝子 議員

倉
見
山
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ガ

イ
ド
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
だ
る
ま
石

周
辺
や
町
民
憩
い
の
森
等
へ

の
駐
車
の
案
内
を
促
進
し
、

登
山
者
の
増
加
に
努
め
る
と

と
も
に
、
山
野
草
や
富
士
山

眺
望
の
名
所
、
史
跡
の
宝
庫

と
し
て
の
西
桂
町
側
か
ら
登

る
三
ツ
峠
登
山
道
の
Ｐ
Ｒ
を

促
進
し
、
町
の
観
光
振
興
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

登山道の整備

問答

三ツ峠山からの下山道は、奈良
時代に修行の祖、「役行者小角」
によって開かれ、その後、三ツ峠
仏教信仰の近世の開祖、 空胎

（くうたい）上人が天保３年に入
山、信仰を広めた霊山である三
ツ峠は、 コースの随所に往時を
偲ばせる史跡が残っています。

だるま石まで整備されている登山道

−12−



皇太子殿下三ツ峠山御登頂・御休憩記念碑

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
有
効
活
用
は

愛
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
か
ら

平
成
21
年
度
に
始
ま
っ

た「
ふ
る
さ
と
納
税
」制

度
で
す
が
、
自
治
体
の
取
り

組
み
状
況
に
よ
っ
て
、
格
差

が
で
て
い
る
よ
う
で
、
Ｐ
Ｒ

方
法
や
、
寄
付
金
に
対
す
る

特
典
等
の
検
討
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
の
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
へ
の
有
効
活

用
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

現
在
ま
で
の
当
町
の
状
況

は
、
21
年
度
は
４
件
、
16
万

円
、22
年
度
は
２
件
、35
万
円

と
、
県
内
28
市
町
村
中
17
番

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状

況
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

「
ふ
る
さ
と
西
桂
応
援
寄
付

金
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
寄
付

金
を
募
る
ほ
か
、
町
広
報
紙

へ
の
掲
載
、
ふ
る
さ
と
夏
ま

つ
り
等
で
帰
省
し
た
方
々
へ
、

制
度
周
知
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
寄
付
を
い
た
だ
い

た
方
へ
の
特
典
は
、
お
礼
状

と
町
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も

に
町
広
報
紙
を
一
定
期
間
送

付
し
て
い
ま
す
が
、
他
市
町

村
の
状
況
か
ら
、
寄
付
金
額

が
多
額
の
と
こ
ろ
が
特
別
な

特
典
を
設
け
て
い
る
と
い
う

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
ま
で
も
愛
さ
れ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
の
制
度
で
す
の
で
、
当
町

に
対
し
寄
付
し
て
く
だ
さ
る

方
の
純
粋
な
気
持
ち
を
大
切

に
し
、
一
過
性
の
も
の
と
せ

ず
、
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
拡
充
・
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

問

鈴木孝子議員 一 般 質 問

町の活性化に向け、

問答
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三ツ峠山頂からの富士



町ホームページにて公開
一般競争入札落札結果

○保育所全面改装経費の追加         　 １千７００万０千円
○健康福祉センター補修経費の追加 １千６００万０千円
○全国瞬時警報システム整備の追加    　 ７７５万５千円

賛 成 全 員
会　　　　　計

一 　 般 　 会 　 計 6千103万2千円 24億9千423万7千円
補　正　額 補正後の予算総額

一般会計補正予算（第5号）

補正予算（歳入）の主な内容
一般会計　国庫支出金  ８千３４４万円  基金繰入金  △３千万円

２月臨時・補正予算

西桂保育所増改築工事の契約締結
・富士河口湖町株式会社コバヤシ工業と１億６千642万５千円で契約
・工期は平成22年10月18日まで

工事請負契約の締結

２月臨時・主な議決議案 賛 成 全 員

補正予算の主な内容
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平
成
22
年
２
月
臨
時
会
・
連
合
審
査
会

た
め
、
追
加
計
上
し
た
も
の

で
す
。

一
般
競
争
入
札

問

一
般
競
争
入
札
の
落
札

率
に
つ
い
て
、
中
学
校
体
育

館
工
事
は
、
予
定
価
格
に
対

し
て
落
札
価
格
が
高
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
保

育
所
の
工
事
は
ど
う
で
す
か
。

総
務
課
長

落
札
率
は
、
予

定
価
格
に
対
し
て
99
・
39
％

で
す
。工
事
に
つ
い
て
は
、設

計
価
格
か
ら
数
％
落
と
し
た

も
の
を
予
定
価
格
と
し
て
い

る
た
め
、
落
札
率
が
高
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
２
５

０
万
円
以
上
の
工
事
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
開
し
て
い
ま
す
。

意
見

今
回
は
99
％
で
す
が
、

過
去
に
は
落
札
率
が
低
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
情
報
を
公
開
し
て

く
だ
さ
い
。

滝
入
線
落
石
防
護
柵
設
置

問

滝
入
線
落
石
防
護
柵
設

置
工
事
の
内
容
と
工
期
は
。

建
設
水
道
課
長

現
地
で
落

石
が
あ
り
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
、
早
急
に
整
備
し
ま

す
。１
５
０
ｍ
の
区
間
の
内
、

緊
急
性
を
要
す
る
概
ね
１
０

０
ｍ
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

工
事
は
７
月
か
ら
９
月
の
間

で
進
め
る
予
定
で
す
。

意
見

延
長
工
事
等
も
早
め

に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
水
道
課
長

残
り
に
は
、

年
次
計
画
で
対
応
し
ま
す
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

問

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
あ
た
り
、
自
動

的
に
緊
急
地
震
情
報
等
が
防

災
無
線
に
入
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
で
、
防
災
無
線
戸
別

受
信
機
の
確
認
が
必
要
で
は
。

総
務
課
長

戸
別
受
信
機
は

各
世
帯
に
１
個
ず
つ
貸
与
し

て
お
り
、
本
シ
ス
テ
ム
導
入

に
よ
り
、
戸
別
受
信
機
の
役

割
も
重
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
修
理
等
も
含
め
て
住
民

に
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
全
面
改
装
事
業

問

保
育
所
を
全
面
改
装
す

る
増
改
築
工
事
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
、
予
算
が
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
予
定
の
無

か
っ
た
も
の
を
追
加
計
上
し

た
の
で
す
か
。

建
設
水
道
課
長

予
算
不
足

の
た
め
、
平
成
22
年
度
に
見

送
る
予
定
だ
っ
た
倉
庫
や
建

具
部
分
に
つ
い
て
、
臨
時
交

付
金
の
補
助
対
象
と
な
っ
た

2月臨時会は平成22年

2月5日に招集され、同日

に本会議、連合審査会が

開催され、１日間の会期

をもって閉会いたしま

した。町執行部より補正

予算１件、議決議案２件

が提案され、全ての議案

が原案のとおり可決さ

れました。

２月臨時会２月臨時会２月臨時会２月臨時会

臨時会



一般質問のその後

あの質問はどうなったずら
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一

般

質

問
（
追
跡
）

町
で
は
現
在
５
歳
児
ま
で
の
窓
口
無
料
化
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
対
象
を
小
学
６
年
生
ま
で
に
拡
大
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
自
治
体
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。少

子
化
対
策
推
進
の
た
め
の
子
ど
も
の
医
療
費
窓
口

無
料
化
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
無

料
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
22

年
３
月
定
例
会
に
、
西
桂
町

子
ど
も
医
療
費
助
成
金
支
給

条
例
の
制
定
と
、
事
業
実
施

に
係
る
所
要
の
経
費
を
平
成

22
年
度
一
般
会
計
予
算
に
計

上
し
、
全
員
賛
成
に
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
及
び
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
、
子
ど
も

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
受
給
対
象
者

は
概
ね
５
歳
児
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
で
、
現
在
約
６
０

０
人
で
す
。

内
容
は
、
乳
幼
児
医
療
費

助
成
事
業
と
同
様
に
、
受
給

者
証
を
発
行
し
、
対
象
者
が

県
内
の
医
療
機
関
を
受
診
す

る
際
に
受
給
者
証
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
お
金
を
支
払
う

こ
と
な
く
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
に
要
す
る
費
用
は
全
て
町
の

負
担
と
な
り
ま
す
が
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
安

心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
地

域
社
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　

そ
の
た
め
、
平
成
22
年
度
に
お

い
て
小
学
校
６
年
生
ま
で
無
料
化

に
す
る
な
ど
対
象
年
齢
を
引
き
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

医
療
費
窓
口
無
料
化
は

22
年
度
に
対
象
年
齢
拡
大

平
成
22
年
6
月
か
ら

中
学
3
年
生
ま
で
拡
大

新規に対象者となる中学生

質
問

答
弁

現状

平
成
20
年
12
月

定
　
例
　
会

金
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
受

給
者
証
を
交
付
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民

の
義
務
と
し
て
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
成
22
年
６
月
１
日
か
ら
で
、

現
在
対
象
者
へ
の
申
請
受
付

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
費
が
町
民
の

皆
さ
ん
の
税
金
で
賄
わ
れ
て

い
る
た
め
、
町
税
等
町
徴
収

跡追跡
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み
ん
な
の
声

「
み
ん
な
の
声
」
の
ご
意
見
・

ご
質
問
に
回
答
い
た
し
ま
す
。

お

答
え

し

ま

す

お

答
え

し

ま

す

野
良
猫
が
繁
殖
し
て
い
る

の
で
対
策
を
願
い
ま
す
。

野
良
猫
に
つ
い
て
は
、
檻

の
貸
し
出
し
に
よ
り
捕

獲
・
保
護
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
保
護
さ
れ
た
猫
は
、
町
で

回
収
に
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
子
猫
の
時
期
の
保
護

が
繁
殖
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
等
に
備
え
た
食
料
、

水
等
の
日
用
品
の
備
蓄
状

況
を
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。

非
常
食
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
約
４
０
０
食
を
備
蓄

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
耐
用

年
数
等
の
関
係
で
非
効
率
で
あ

る
た
め
、
業
者
等
と
災
害
時
協

定
を
結
び
、
有
事
に
備
え
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

飲
料
水
に
つ
い
て
は
「
新
高

区
配
水
池
」
が
地
震
発
生
時
に

は
自
動
的
に
弁
が
遮
断
さ
れ
る

設
計
と
な
っ
て
お
り
、
概
ね
二

日
分
の
飲
料
水
が
確
保
で
き
る

見
込
み
で
す
。

西桂町議会では、議会

だよりを通じて町議会や

町に望むこと、議会だよ

りを読んだ感想などを募

集しています。

皆さんの貴重なご意

見・ご感想などを今後の

議会活動に反映させてま

いりますので、積極的なご

参加をお願いいたします。

問問 答答答答

採
択
と
な
り
ま
し
た

請
願
１
号

核
兵
器
廃
絶
の
課
題
で
日
本
政
府
に
対
し
、

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
具
体
的
努
力
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願

○
請
願
者
　
山
梨
県
原
水
爆
被
害
者
の
会
・
原
水
爆
禁

止
山
梨
県
民
会
議
・
原
水
爆
禁
止
山
梨
県

協
議
会

○
要
　
　
旨
　
標
記
意
見
書
の
提
出
要
請

○
紹
介
議
員
　
宮
下
友
義

○
結
　
　
果
　
宮
下
友
義
総
務
委
員
長
よ
り
議
員
発
議
と

し
て
「
核
兵
器
廃
絶
の
課
題
で
日
本
政
府

の
具
体
的
努
力
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提

案
さ
れ
、全
員
賛
成
に
て
可
決
し
、内
閣
総

理
大
臣
に
同
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

陳
情
３
号

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
」の
速
や
か
な
制

定
を
求
め
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

○
請
願
者
　
日
本
労
働
者
協
同
組
合
連
合
会
セ
ン
タ
ー

事
業
団

○
要
　
　
旨
　
標
記
意
見
書
の
提
出
要
請

○
結
　
　
果
　
宮
下
友
義
総
務
委
員
長
よ
り
議
員
発
議
と

し
て「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
」の
速
や

か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
案
さ

れ
、全
員
賛
成
に
て
可
決
し
、内
閣
総
理
大

臣
、
総
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、経
済
産

業
大
臣
、衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
に
同

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
請
願
・
陳
情
は

西桂にはおいしい水や三つ

峠、そして新たに倉見山な

ど、こんなに自然にあふれ

ている町をもっと全国にＰ

Ｒできたら、西桂も活気付

いてくれると思います。



固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
に
同
意

（
全
員
同
意
）

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に

同
意

（
全
員
同
意
）
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地
域
で
活
躍
す
る
団
体
を
訪
ね
て

西
桂
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

西
桂
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

西
桂
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

　

　

　

西桂町ボランティア協会のみなさんと

［
取
材
　
渡
辺
・
相
澤
］

その43

三ツ峠歩け歩け運動でのとん汁配布 和やかな会話とともに切手整理がすすむ

問

団
体
名
は
。

皆
さ
ん

西
桂
町
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
で
す
。

問

代
表
者
の
お
名
前
は
。

皆
さ
ん

代
表
者
は
宮
下
つ

る
子
さ
ん
で
す
。

問

会
員
と
活
動
内
容
は
。

宮
下
さ
ん

昭
和
63
年
２
月

に
発
足
し
、
会
員
は
現
在
21

名
で
、
三
ツ
峠
歩
け
歩
け
運

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

等
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、

寝
た
き
り
の
方
を
訪
問
す
る

友
愛
訪
問
、
切
手
整
理
等
の

奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
大
変
な
こ
と
は
。

皆
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

理
解
せ
ず
に
、
暇
だ
か
ら
や

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
の
が

つ
ら
い
で
す
。

問

何
か
望
む
こ
と
は
。

宮
下
さ
ん

で
き
る
人
が
、

で
き
る
時
に
、
で
き
る
こ
と

か
ら
や
る
こ
と
を
目
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
会
員
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

前田房夫�委員（再任）川村奇子郎�委員（再任）

3月定例会
人事案件



編
集
委
員
長
　
鈴
木
　
孝
子

副
委
員
長
　
滝
口
新
一
朗

委
　
　
員
　
宮
下
　
友
義

委
　
　
員
　
渡
辺
　
正
一

委
　
　
員
　
相
澤
　
力
造

発行人／西桂町議会議長　郷田��和美　　　　編集／西桂町議会広報編集委員会

野
山
も
い
つ
し
か
春
の
装

い
も
濃
く
な
り
、
私
達
に
躍

動
感
を
与
え
て
く
れ
る
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

三
月
定
例
会
も
終
了
し
、

平
成
22
年
度
予
算
も
可
決
さ

れ
、
い
よ
い
よ
新
事
業
が
ス

タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
保
育
所
の
改
修
工

事
も
10
月
末
完
成
を
目
標
に

工
事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
修
は
、
園
児
は
も
と

よ
り
、保
護
者
、町
民
皆
様
方

の
期
待
に
そ
え
る
も
の
と
確

信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
様

の
ご
家
庭
に
お
届
け
で
き
る

頃
に
は
、連
休
を
迎
え
、行
楽

や
農
作
業
等
の
真
っ
盛
り
だ

と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
は
皆
様
方
と

の
通
信
網
で
す
。
ご
愛
読
と

ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
�（
渡
辺
）

西 桂

保育所改装のため今年限りとなる桜保育所改装のため今年限りとなる桜

クイズ正解者のうち抽選で10名の方に、町の特産品
をプレゼントします。

問題：町単独で実施する「子ども医療費窓口無料
化事業」の対象となる子どもの年齢は？

答え：① ０歳から中学３年生

② 概ね５歳から小学６年生

③ 概ね５歳から中学３年生

プレゼントクイズ

  

春まつりみこし（小沼地区）春まつりみこし（小沼地区）

写真募集中
採用された方には記念品を贈呈採用された方には記念品を贈呈

さくらまつりさくらまつり

応募方法：①〜③の答えの数字と住所、氏名、電話番号、議
会だよりを読んだ感想や議会へのご意見を書いて、はがき、
FAX、E-Mailにてご応募ください。

締切は５月28日（当日消印有効）です。当選者の発表は
発送をもって代えさせていただきます。

〒403-0022  西桂町小沼1501-1　西桂町議会広報編集委員会
TEL 0555-25-2121　　FAX 0555-20-2015
E-Mail gikai@town.nishikatsura.yamanashi.jp


